
ひろしま市議会だより令和５年（２０２３年）１月 第３０８号（2）

目の不自由な方に「ひろしま市議会だより」の点字版とデイジー版を発行しています。　〔申し込み、問い合わせ〕市議会事務局秘書広報室広報担当　TEL 504-2439　FAX 504-2448

答
「
２
０
０
万
人
広
島
都
市
圏
構

想
」
の
実
現
を
始
め
、
多
く
の
課

題
が
山
積
す
る
中
、
国
、
県
、
近

隣
市
町
、
産
業
界
、
経
済
界
、
そ

し
て
何
よ
り
も
市
民
と
と
も
に
、

引
き
続
き
広
島
の

ま
ち
の
発
展
に
全

力
を
注
い
で
い
く
た

め
に
、
次
の
市
長

選
に
出
馬
す
る
決

意
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
市
政
運
営

問
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
の
中
、
多

く
の
自
治
体
が
学
校
給
食
無
償
化
に

踏
み
出
し
て
い
る
。
市
は
子
育
て
世

帯
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
ど
う
認

識
し
、
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
有
料
化

は
、
施
設
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
上

に
、
物
価
高
騰
で
市
民
生
活
が
大
変

な
中
、
保
護
者
に
新
た
な
負
担
を
強

い
る
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
、

令
和
５
年
春
の
実
施
は
延
期
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
本
市
で
は
、
子
育
て
世
帯
、
と

り
わ
け
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
の

状
況
は
厳
し
い
と
認
識
し
て
い

る
。
従
来
か
ら
就
学
援
助
制
度
等

に
よ
り
一
定
所
得
以
下
の
世
帯
へ

は
給
食
費
を
援
助
し
て
お
り
、
そ

の
他
の
世
帯
に
も
、
負
担
が
増
加

し
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
、
保

護
者
負
担
を
基
本
と
し
つ
つ
、
適

宜
、
必
要
な
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
現
時

点
で
、
完
全
無
償
化

の
考
え
は
な
い
。

答
こ
の
た
び
設
定
す
る
利
用
料
金

は
、
経
済
的
理
由
で
利
用
が
困
難

と
な
ら
な
い
よ
う
、
適
切
な
負
担

軽
減
措
置
を
講
じ
る
こ
と
で
、
政

令
市
の
中
で
最
も
低
い
水
準
の
料

金
設
定
に
し
て
い

る
。
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
有
料
化
は
、

予
定
ど
お
り
令
和
５

年
４
月
か
ら
実
施
し

て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
は
無
償
化
に
！

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
無
料
継
続
を
！

発
言
項
目

◎
発
言
順
に
掲
載
。
太
字
は
下
で
紹
介

し
て
い
る
質
問
を
含
み
ま
す
。

●
山
田
春
男

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
西
区
）

・
広
島
の
発
展
に
向
け
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り

・
都
心
の
再
開
発

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

・
商
工
セ
ン
タ
ー
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

・
高
陽
地
区
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ

・
Ｊ
Ｒ
西
広
島
駅
周
辺
整
備

●
三
宅
正
明

（
自
民
党
・
保
守
ク
ラ
ブ
・
安
芸
区
）

・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

・
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り

・
公
益
施
設

・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

●
田
中
勝

（
公
明
党
・
西
区
）

・
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
と
平
和
政
策
等

・
井
口
台
１
号
砂
防
堰え

ん
堤て
い

整
備
等

・
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用

・
新
己
斐
橋
の
歩
道
拡
幅
等
の
必
要
性

・
新
中
央
市
場
整
備
事
業

・
ご
み
拾
い
の
見
え
る
化
の
推
進

●
山
内
正
晃

（
市
民
連
合
・
安
佐
北
区
）

・
産
業
誘
致

・
歴
史
と
文
化
の
継
承

・
図
書
館
機
能
の
充
実

・
悩
み
を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
の
支
援

・
平
和
行
政

・
公
共
交
通
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問
新
た
な
協
力
体
制
を
構
築
し
た
、

お
お
む
ね
小
学
校
単
位
の
地
域
で
、

安
定
し
た
組
織
運
営
を
行
う
た
め
に

は
、
大
胆
か
つ
継
続
的
な
支
援
が
必

要
。
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答
現
在
、
補
助
金
の
一
本
化
や
補

助
額
の
上
乗
せ
な
ど
、
補
助
制
度

の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

令
和
５
年
度
以
降
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

き
、
新
た
な
協
力
体
制
を
整
え
た

地
域
に
は
、
抜
本

的
に
見
直
し
た
補

助
制
度
を
適
用

し
、
組
織
運
営
を

安
定
し
た
も
の
に

し
た
い
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

問
広
島
市
に
は
多
く
の
政
策
課
題
が

山
積
し
て
お
り
、
こ
の
複
雑
・
多
岐

に
わ
た
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
市
政
運
営
の
持
続
可
能
性
を
確

保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
市

長
に
は
、
引
き
続
き
市
政
の
発
展
に

全
力
を
尽
く
す
意
思
が
あ
る
の
か
、

決
意
の
ほ
ど
を
伺
い
た
い
。

答
急
速
に
進
む
自
動
車
の
電
動
化

へ
の
対
応
は
、
地
域
の
中
小
部
品

メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
重
大
か
つ
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
市
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
地
域
の
企
業
と

協
議
体
を
構
築
し
、
マ
ツ
ダ
の
協

力
も
得
な
が
ら
支
援
施
策
な
ど
の

協
議
・
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
政
策

貸
付
の
特
別
融
資
枠
の
創
設
、
従

業
員
の
訓
練
や
育
成
に
係
る
支
援

策
に
つ
い
て
も
、
同
協
議
体
で
の
議

論
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

新
時
代
へ
の
支
援

問
ス
カ
イ
レ
ー
ル
廃
止
後
、
Ｊ
Ｒ
瀬

野
駅
ま
で
は
バ
ス
運
行
に
切
り
替
わ

る
が
、
同
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
の
朝

の
定
時
性
、安
全
性
が
心
配
で
あ
る
。

現
地
の
状
況
を
把
握
し
、
対
応
策
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

廃
止
後
の
軌
道
は
撤
去
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
運
営
会
社
か
ら
は
、
代
替
バ
ス

の
定
時
性
や
安
全
性
確
保
の
た

め
、
駅
前
広
場
の
改
修
等
を
行
う

こ
と
、
廃
止
後
の
不
要
物
は
自
社

の
責
任
に
お
い
て
撤
去
し
、
駅
舎

は
住
民
利
便
施
設

等
と
し
て
再
利
用

す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

ス※
１
カ
イ
レ
ー
ル
の
そ
の
後

問
百
年
に
一
度
の
変
革
期
と
言
わ
れ

て
い
る
自
動
車
関
連
産
業
は
、
本
市

の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
政
策
貸
付
の

特
別
融
資
枠
を
設
け
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
ど
う
か
。
ま
た
、
同
産
業

の
方
々
と
協
議
の
上
、
市
と
し
て
職

業
訓
練
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
構
築

し
て
は
ど
う
か
。

答
広
域
集
客
型
産
業
の
誘
致
は
、

現
在
本
市
が
進
め
る
地
域
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
の
施
策

が
一
定
程
度
進
展
し
た
段
階
で
、

さ
ら
な
る
魅
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す

上
で
不
可
欠
で
あ
り
、
公
的
支
援

の
在
り
方
を
含
め
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
他
都
市

の
状
況
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問
本
市
で
は
、
令
和
４
年
に
小
中
学

生
を
対
象
に
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ

の
結
果
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
現
在
、
学
校
が
把
握
し
て
い
る

ケ
ー
ス
は
40
件
で
あ
る
。学
校
は
、

実
態
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
が
図

れ
る
よ
う
個
別
の
ケ
ー
ス
会
議
を

行
い
、関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
、

当
該
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
な

げ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
状
況
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と

い
う
概
念
を
、
児

童
生
徒
や
保
護
者

に
、
広
く
周
知
し

て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
た
め
の
産
業
誘
致

ヤ※
２

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援

問
横
浜
市
や
福
岡
市
な
ど
の
都
市
に

は
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
こ
ど
も
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
や
「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
」
な
ど

の
、
子
ど
も
向
け
屋
内
型
テ
ー
マ

パ
ー
ク
が
進
出
し
て
い
る
。
ま
た
、

仙
台
市
で
は
、「
広
域
的
集
客
型
産

業
立
地
促
進
助
成
金
」
制
度
を
活
用

し
た
水
族
館
な
ど
も
進
出
し
て
い

る
。
本
市
で
も
こ
う
し
た
産
業
誘
致

の
た
め
の
補
助
制
度
な
ど
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

答
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
と

し
た
広
島
へ
の
関
心
の
高
ま
り

や
、
現
在
進
行
中
の
広
島
駅
南
口

の
再
整
備
事
業
に
よ
り
、
今
後
利

用
者
が
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る

広
島
駅
や
そ
の
周
辺
に
お
い
て
、

「
ひ
ろ
し
ま
平
和
の
歌
」
の
メ
ロ

デ
ィ
を
放
送
す
る
こ
と
は
、
そ
の

普
及
啓
発
に
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
。
よ
り
多
く
の
市
民
や
来
訪
者

に
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
を
耳
に
し
て
も

ら
え
る
方
法
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
た
い
。

問
近
年
、
豪
雨
災
害
が
激
甚
化
・
頻

発
化
す
る
中
で
、
西
区
井
口
台
地
区

で
土
石
流
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
同
地
区
で
唯
一
未
整
備
で
あ

る
井
口
台
１
号
砂
防
堰え
ん
て
い堤

整
備
の

早
期
完
成
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
当
該
箇
所
の
工
事
は
、
国
が
、

令
和
３
年
度
に
着
手
し
て
お
り
、

令
和
７
年
度
末
の
完
成
に
向
け
、

整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
と
聞
い

て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、
国
へ

の
主
要
事
業
に
関
す
る
要
望
や
直

轄
砂
防
事
業
促
進

協
議
会
に
お
け
る

要
望
を
通
じ
て
、

整
備
促
進
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
に
、

迎
え
る
平
和
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
広
島
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
広

島
駅
と
広
電
広
島
駅
等
の
到
着
・
発

車
メ
ロ
デ
ィ
と
し
て
「
ひ
ろ
し
ま
平

和
の
歌
」
の
採
用
を
提
案
し
て
は
ど

う
か
。

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」
を
感
じ
る
環
境
を

井
口
台
１
号
砂
防
堰え

ん
て
い堤

整
備

１ スカイレール
　ＪＲ山陽本線瀬野駅と同駅北側の住宅団地とをつなぐ懸垂式モノレールとロー
プウェイを組み合わせたような交通システムで、平成10年に開通。標高差約200
㍍の全長約1.3キ　　ロを、約６分で結ぶ。同システムを運営するスカイレールサービス
株式会社は、令和５年末にその運行を終了すると発表した。

２ ヤングケアラー
　本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話、介護、感情面のサポートな
どを、日常的に行っている18歳未満の子どものこと。

３ 法定外公共物
　道路法や河川法などの適用を受けない、里道や水路など国の財産のこと。そのほ
とんどに土地登記簿がないため、地番も付されていない。現在は、市町への譲与手続
きが進み、機能を有するものは市町、機能を有しないものは国が管理している。

４ 成年後見制度
　認知症、知的障害、精神障害などの理由で、財産管理（相続手続等）や身上保護（介
護・福祉サービスの利用契約等）などの法律行為を1人で行うことが難しい人を法
的に保護し、支援する制度。
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